



仏教(こ こでは特に南伝 のパー リ ・アビダソマ哲学)の 認識論に よって経 済現象を解明す ることは,経 済主体の行動を
倫理的規定で把握す る場合や,西 洋の認識論体系 でアプローチし ようとい う場合に較べ,主 体者の経済行動を よ り整 合的
に説明 しえるものである。(こ の点 については拙稿 厂仏教経済哲学試論 一仏教認識論 に よる アプローチ」,『 神山経済論
叢』Vol.2,京 都産業大学,S.59を 参 照の こと。)
そ こで,以 下に仏教の認識論か らアプローチした経済現象の根源的要 因であ る経 済主体老 の行動の分析に入 ってゆ くこ
とに しよ う。
(経済の根源概念 としての所有 の分析)
経済現象の把握は,実 体を対象 とす るのではな く,主 体的行動に よって 生成 される現象に関す るものである。 そこに
は,生 産 ・消費 ・所有 とい った経済行動の根源概念に よって生成 される価値 ・生活(文 化)の 創造を も内含 される。
プル ガコフがかつて提唱したよ うに,経 済行動 を人間 の本質的行動 としての 「生」 「死 」6'対 す る抵抗 とした ことは,
経済行動の必然性を規定するのに非常に有益である。 しか もそれを人間の本質的行動 とした とき,経 済の価値 創造 は倫理
的規定の問題 と同様 「社会」の整合化に帰す るもの となる。
そこで,人 間の証 し としての認識作用 と行動を以て,経 済行動を解明する ことに しよ う。 これ は,何 故に生産 ・消費 ・
所有 とい う根源的な行動を行 うか とい う点について,他 者へ の主体の働きかけ と,他 者の認 識の延長線上にあ るとい うこ
とを明確にす るものであ る。
厂所有」
ここにい う所有は,そ の仏教的意義を云kす るものではない。む しろ所有す る ことの本質が どこに あるかを解明 してゆ
くことに主眼がある。
所有す ることは,そ の対象に執取す る ことであ る。 「解脱 」に至 る過程で,そ れ は捨せ られねぽな らないが,現 実の経
済現象 として,こ の 「執取」に よる所 有の概念化は重要である。 『清浄道論』の 「大衆跡喩経説」12)に,色 の区分 として
四界13)による差別 をしてい る。 ここには色を対象 として把握す ることを執 取 とす る。 この取(up稘穗a)は 実は主体的存
立 の意味あいを濃 くす るもので,十 二縁起14)の愛(tanh�)と 取 ・有 との系列 で,凡 夫 には実体を形成する。 このよ うな
実体は認識論の上 ではVatthuと い って よい。
このVatthuを 生成す るものはR皂a(色)と しての対 象物 である。い うまで もな く,こ の色に凡夫の働きかけ として
の愛(渇 愛)が 生 じ,愛 →取 とな るが,「 所 有」す る とい う行為は 「名(N穃a)に よって,新 たにその対象の 「所有 」
す るための規定一即 ち価値規定が必要 なのであ る。そ して,こ のN穃aの 作用 に よりR皂a(色)は 「所有」する行為
に融和す る。端的にい うなれ ば,「 所有」し ようとす る対象を,「 何 の為 」に 「所有」するのかを決定 し,そ の後に 「所
有 」行動に一致してゆ く。 これは識(Vinn穗a)に よる確定 として,自 覚 的に 「所有物」の 自己 との整合化がはか られて
ゆ くよ うに進展する。しい ていえば,「 所 有す る物」の,主 体者の能 力の措定に よる,「 自己(主 体者)の 外延」 として
の定位を有す ることになるのであ る。少な くとも 「所有」す ることは,そ の時点 で,主 体者の能力の一部を形成す るもの
となる。
このよ うに 「所有」の具体的内容を定義するな ら,主 体者 と 「対 象」 とのidentit舩と し受け とられるもの とな る。 こ
の ような経済行動は 厂業 」に把}xら れる。 これ は色蘊に関与す るとい う点 で,そ の作用 は様kな 色(実 体)と して現象す
る。Saccasankh駱aで は色 を全 てで1434色 としているが,「 所有」する とい うことは,こ の中の 「業生 色」であ り,そ の
意 志決定は 「心生色」である。 「所有す る者」をその色法か ら様 々な実体 として形質を規定す ることができ,そ の作用を
や は り 「色法」に よって明確 にす ることがで きる。最終的にそれが 「識蘊 」に連な って,一 連 の認識 とい う形でidentit舩
を確 得す るのは 「心基(hadayavatthu)の 作用に よるといえるだろ う。 この 厂心基」はr清 浄道論』�'`「心基 は意識界
の依止たる ことを相 とす る。それ ら諸界 の保持を味(rasa作 用)と す。 〔それ らを〕運ぶ ことを現起(upatth穗a現 状)
とす。……保持者の作用 をなす(四 大)種 に よ りて資助 され,時 節 ・心 ・食 に よりて支持せ られ,寿 に よりて守護 され,
意 界 ・意識界及びそれ らと相応せ る諸法の基(vatthu)た る役を果 しつつ在 り」 とある。 これは心生色 ・業 生色 としての
「所 有」行動を次の認識 の段階にいた らしめ る根拠 としての作用 とい うことができ,こ れが 「所有 し>xる 」 とい うことに
なる。 この保有は 「目的」 と 「動機」を内含 していなけれ ばな らない。 ここに 「価値」 を措定 して,そ れに もとついて
「保有」を言説 し うるが,そ の価値は主体的価値であ り,一 種,厂 保有」行 為は他者 との対立を内在 させてい ることか ら
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「社会的相対性」を決す る形而上的な尺度を求められねばならない。即 ち,「 価値」概念に よって経済行動の動機 と目的
を哲学的に解 明す ることは,主 体的価値 と客体的価値の何 らかの整合性 を定立せしめるものが必要 であ る。 これは左右田
喜一郎のr文 化価値」のよ うな ものであ るが,そ こに成立す る 厂所 有」 は常に相対的内容に堕す る。 そ うなれば,元 来
の 「所有」 としての,「 所有」したものの作用,厂 所 有」者に よって規定 された 「所有者」の,そ れ独 自の所有者の外延
としての作用が,他 者によって評価 されえない とい うことを考>Z.れば,何 らかの 「所有」 の 「相対的内容」 と 「外延的
内容」を俊別す ることの必然性が生起 して くる。
経済行動を考えた とき,「 財(goods)」 は常 に主体者の価値の 自覚 とともに,平 行 した他者の 「価値」づけを内在 して
い る。 この 厂価値」は,経 済学上 の 厂価値論」に もとつ くもの といえるが,「 効用学説」の ような主観的価値説 であれ,・
また 「費用説」や 厂労働価値説 」のよ うな客観的価値 説であれ,そ の認識は 「所 有」の目的 と動機を決定する段階 の作用
しか説 明しえない。 しか し 「所有」は,そ の対象に主体者の外延を付す るものであるか ら,他 者がその 「価値 に寄与 し う
ることは本質的に考 えられない。 この ような アンチ ノ ミーは 厂保有」 とい う新 しい作用の概念を別立す ることで解決 され
るであろ う。
この 「保有」はまさに 「相対的世界」と 「自覚的世界」を 「所有」に関して橋渡 しするものであ る。 この保有は色(r穡a)
として識に作用す るものであ り,そ の意味 では心基(hadayavatthu)に 一致す る。 しかし,ま た その保有の形成の刹那
までは,厂 相対 的世界」の価値形成に もとついている。しか し,こ の 厂保有」概念は 「文化価値 」な どの形而上学的原理
ではな く,財 の相対的価値形成の もた らす作用が 自己の措定に もとついた 「自己の外延」へ と昇華す るための 「縁」なの
である。 この構造は次の ように図示できる。
この 「縁」(24縁)の 因縁 ・所縁縁 ・無間縁 ・等無間縁 ・倶生縁 ・相互縁 ・依縁 ・前生縁 ・後生縁 ・異熟縁 ・根縁 ・禅
縁 ・相応縁 ・不相応縁 ・有縁な どが 厂保有」の概念 の形成に対応す るだろ う。
「物」が保有の対象 として把捉 された時点でその保有 ・所有の動機 と目的の設 定は,そ の物の 「所有す るための」性質
を規定す ることになる。それが経済行動上の 厂財 」 として規定できる。 この とき,少 な くとも 「価値論」の概念は,こ こ
で明証的に肯定 しえ よう。それは先 に述べた名(Nama)に よる措定行為である。 そ して,そ こに生じた財 としての作用
はVatthuと な り,自 己に整合する 「所有」の性質を得 るまで相続 され る。
この財 としての作用は,「 保有」の刹那 までは相対的な ものであるとい うことができ,市 場に於ける価値形成を考 える
とよいだ ろ う。そして一度保有され ると,そ の財 に 厂所有者」の効用に沿 う形 での使途が開拓 され る。そ して,所 有者 の
外延 とな るのである。その 「保 有」は主体者の外延 とな るための前提 であ るが,同 一 でない ことに注 目せねばな らない。
即ち,財 と所有者 の自己同一性 は この保有を介して昇華 された財 の機能に よるもの といえ るのである。
※紙幅の都合上,参 考文献 リス トは省略
